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研究成果の概要（和文）：要件定義の品質向上のために，情報の曖昧さ，計画の検討不足の対応方法について研究した
．そしてプロジェクトが達成すべき目標にステークホルダを対応付けるために品質機能展開を用いて要求項目を実現機
能に展開し, 機能ごとに要求項目の調整を行う方法を提案した．次に，計画段階の見積精度向上について検討した．シ
ステムのステークホルダが開発規模へ与える影響を考慮してユースケースポイント法を基に開発規模の評価法を提案し
た．またプロジェクトリーダのスキル不足やコミュニケーション不足などに対する対応方法について，プロジェクトの
リスク低減のために，チーム編成とスキル確保の観点からFTAを活用した方法を提案した．

研究成果の概要（英文）：This study has discussed important requirements defined in the initial stages of t
he project. Under the knowledge that result of the requirements analysis has influence on the quality of t
he project, in order to prevent omission leak of stakeholder's requirements, this study proposed a method 
of evaluating the requirement quality by classifying the description into a basic pattern and arranging it
. In addition, we proposed a method to evaluate the development size based on use case points method. Focu
s of the proposal is the influence of stakeholders.  Moreover, the method proposed in this study evaluates
 project skill risk quantitatively using the Skill Risk Fault Tree and visualizes skill status using the S
kill Risk Control Chart. The method uses members' skill information, skill similarity, team structure, and
 member's failure probability to evaluate skill risk. Its feasibility and efficiency are validated through
 an IT system infrastructure transition project.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
ICT が進み企業のグローバル化が進む中，

製造業に限らずアウトソーシングが増加し，

新たなマネジメント手法の確立が望まれて

いる．その中でプロジェクトマネジメント

が注目を集めてきた．しかし日本における

プロジェクトの成功割合は 30％程度と他

国に比べ低い数字となっている．その主な

原因は要件定義における情報の曖昧さ，計

画の検討不足，それにプロジェクトリーダ

ーのスキル不足やコミュニケーション不足

にあるとされている．そこで今回の研究で

は，その中で最も重要な要件定義に着目し，

「要件定義の品質向上とリスク評価のため

の方法論」について検討した． 
 
２．研究の目的 
プロジェクトの成功確率を如何に高める

ために，コミュニケーションツールの観点

から「要件定義の品質向上とリスク評価の

ための方法論」を検討することを目的とし

た． 

一つ目は，システムに必要な要求項目を

効率的に抽出するために，RFP(Request for 

Proposal)をもとにステークホルダを考慮し

た要求の割り出し方法を検討することとし

た． 

二つ目は，計画段階においてすべての曖

昧さを取り除くことは難しい場合，その曖

昧さを考慮した計画方法についても検討す

ることとした．次にプロジェクトの進行に

伴い，詳細な情報の入手とともに行うプロ

ジェクトのリスク分析とリスク低減に関す

る研究を行った．またそれと並行してプロ

ジェクト教育に関する研究を行った． 

さらに計画段階におけるリスク評価の方

法について議論し，要件定義段階のおける

品質確保と向上に関する研究に加え，チー

ム編成の際のスキル確保の観点からリスク

分析を実施するための方法論について検討

し新たな指標を提案することを研究の目的

とした． 
 
３．研究の方法 
まず実際のプロジェクトマネジメントに

おいて，著者らが調査蓄積したプロジェク

トの失敗原因を分析し，要件定義に関わる

事項を整理し，要件定義向上のための対策

を検討した．今回の研究は，実事例を用い

て検討することとし，実現性の評価につい

ては企業の方とのインタビューに基づいて

検討した．要求抽出に関する分析法に関し

ては QFD（品質機能展開；Quality Function 

Deployment)など品質管理に用いられてい

る手法と言語情報の整理のためにオントロ

ジーやゴール指向分析などを用いた．そし

て要求項目の抜け漏れをなくす方法につい

ても検討した．さらにリスク分析では，信

頼性解析に用いられている FTA(故障の木

解析；Fault Tree Analysis)を用いることとし

た． 

基本的には，プロジェクトは規模に応じ

て情報量が変化する．そこで情報量の多さ

に応じた分析を行うことを目指した．その

ため，初期の計画段階では過去の事例を統

計的に整理することとし，要件定義では言

葉の曖昧さの減少に努めることとした．さ

らに情報が得られた場合には最適な人的配

置の検討を試みた．例えばチーム編成につ

いて検討し，対応策を検討した． 
 
４．研究成果 

（１）要件定義における情報の曖昧さの削

減と要件整理方法 

平成 23年度はまず，インタビュー調査な

どからプロジェクトの失敗原因となる事柄

について検討した．その結果，要件定義に

おける情報の曖昧さ，計画の検討不足，そ

れにプロジェクトリーダーのスキル不足や

コミュニケーション不足が挙げられた．そ

こで，並行して以下の事柄について研究し

それぞれ成果を上げた． 



一つ目は，RFPをもとにステークホル

ダを考慮した要求の割り出し方法を検

討した．具体的には，プロジェクトが達

成すべき目標にステークホルダを対応

付けることで，システムに必要な要求項

目を効率的に抽出する方法を検討した.

さらに，QFDを用いて要求項目を実現機

能に展開し機能ごとに要求項目の調整

を行う方法を提案した．要求項目の抜け

漏れをなくすために，ステークホルダと

プロジェクトの関係を整理した．そして，

ステークホルダと組織の業務分掌上の

業務と RFPを比較して整合性を諮る方

法を提案した [1-7] [1-8]． 

さらに，オントロジーを利用して不足部

分を把握する手法を提案し，大学の電子図

書館システム構築の事例を用いて，まず

RFPの評価を行い，次に提案内容の活用方

法を示した[2-10]. 

また，改善すべきスコープを明確にしてス

テークホルダーを対応づけ詳細な要求項目

に分解することで要求項目を網羅する方法

を提案した[2-8]． 

二つ目は，計画段階において曖昧さを考

慮した計画方法について検討し，ファジィ

推論を用いた評価ルールを提案した[現在

投稿検討中]．その研究では際の評価要素と

して，予算と納期を用いて品質の総合評価

の推論値を求めるものである.それにより，

プロジェクト評価測定時点で必要な資源の

投入度合いを検討することができる．また，

計画段階において突発時の対応と考えた引

き継ぎ事項に関して検討した．そして どの

ような暗黙知的作業が引継げていないのか

を調査し，さらに引継げなかった場合にど

のようなリスクが考えられるのかをまとめ，

その対応策について検討した[2-9]． 

その他に，インタビュー結果を基にプロ

ジェクトの規模や難易度とプロジェクトマ

ネージャの性格などをマッチングさせる方

法について試案を提案した．また，要件項

目の洗い出し方法として，ゴール指向分析

を用いて要求項目の抜け漏れをなくす方法

についても検討した．  

 

（２）プロジェクトのリスク低減 

 平成 24 年度は主にプロジェクトのリス

ク分析とリスク低減に関する研究を行った．

またそれと並行してプロジェクト教育に関

する研究を行った． 

まず，リスク分析のために計画段階の見

積精度向上と要求変更の及ぼす影響評価の

研究を行った．ソフトウェア開発において

開発規模の推定は重要である．初期段階で

は，情報の不完全性により，開発規模は一

般に過小評価されてしまう．そこで，シス

テムのステークホルダが開発規模へ与える

影響を考慮して，ユースケースポイント法

を基に開発規模を評価する方法を提案した

[2-6]． 

最初にユースケース毎にユーザーが持つ

属性を計測することで開発規模への影響を

検討した．さら非機能要件による開発規模

の増加の評価は，非機能要求グレードを用

いて推定した[1-4][2-7]．関連して，開発途

中での要求変更がプロジェクトの失敗原因

の一つとなっていることに着目した．開発

途中での要求変更を実装する場合には単純

に作業量が増加を評価するだけでなく，シ

ステム全体に与える影響を評価する必要が

ある．そこでプロジェクト内の開発状況を

考慮して，要求変更が構築済みシステム全

体へ与える影響度合いの評価方法をモデル

化した要求変更の作業量の定量的な見積り

方法を提案した[2-6]． 

教育に関する研究では，まず，プロジェ

クトの基本的考え方と事例を交えた入門本

を書き上げた[3-1][1-3]．その著書にも記載

されているが，プロジェクトが有効に機能

しない原因として，的確な人材が配置でき



ていないことが挙げられる.プロジェクト

メンバーは，プロジェクトの目的に合わせ

て，経験や技能を鑑みて集められる.しかし，

メンバーは様々な個人特性を持っているた

め，コミュニケーションがうまくいかない

ことがある．そこで，個人特性を考慮する

ことでプロジェクトの生産性を高めるチー

ム編成について検討することを研究として

取り上げた.今回は，大学の演習をプロジェ

クトと見なし，異なるタイプの演習におい

て成績向上につながるチーム編成に関する

提案を行った[1-5]. さらに，一般的な問題

を考えたときにプロジェクトマネジメント

に必要な教育内容と教育方法について検討

した． 

さらに今回は大学学部生を対象とした教

育を考え，彼らのためのプロジェクトマネ

ジメント教育の標準的なカリキュラム（PM

標準カリキュラム）について検討した[1-6]． 

 

（３）計画段階におけるリスク分析と評価

手法 

平成 25年度は，前年度に引き続き計画段

階におけるリスク分析手法および評価指標

の開発を行った．プロジェクトの失敗にお

いて，要件定義の曖昧さとその後のスキル

不足が原因となる場合が少なくない．そこ

で，要件定義段階のおける品質確保と向上

に関する研究に加え，チーム編成の際のス

キル確保の観点からリスク分析を実施する

ための方法論について信頼性解析手法 FTA

や QFDを活用した方法を提案した[1-2]．ま

た，要件定義段階におけるシステムの機能

評価を QFD を用いて行い品質の向上と見

積を行い，無駄となる機能の削除に繋げる

方法を提案した[2-3]． 

さらに運用段階においてリスクを回避す

るための方法論を検討するために，調査デ

ータに基づき，失敗が発覚した時期と程度

さらに対処方法を分類整理した．具体的に

は，プロジェクトの成功と失敗について分

岐点となった時期と失敗の原因，取られた

処置さらに最終的な成否結果をプロジェク

トの規模別に整理した．そして画一的な処

置ではなく，進捗状況を考慮したプロジェ

クト危険状態の識別とそれに基づくリスク

対策ガイドの作成方法を提案した[2-2]．プ

ロジェクトの成功のためには，状況変化に

基づきリスクを予見して管理することが必

要である．プロジェクトにおいてリスク特

定や適切な対処方法の検討を行う際には過

去の経験やデータを活用することが有効で

ある．そこでこの研究ではまず，プロジェ

クトの成功または失敗とそこに至る経緯と

の関係を把握するために過去の EVM のデ

ータを収集した．この研究は，その過去の

データを用いて進捗状況を考慮したリスク

管理方法を提案した．さらに過去のシステ

ム開発プロジェクトのデータに提案手法を

適用したリスク対策ガイドの作成方法を示

した． 

さらに，プロジェクトチームのリスクを

軽減するために必要かつ十分なスキルを決

定するための評価方法を提案した[1-1]．提

案手法[1-1]は，スキル類似性を評価し，プ

ロジェクトの継続性を確保するために，ス

キル不足の確率を評価した．さらに，プロ

ジェクトマネージャの力量の観点からプロ

ジェクトを評価するのに役立ち，実行段階

におけるスキル不足と，取り扱いのスキル

不足を軽減することも可能である． 

  一方，情報不足から管理運営に支障を来

すことは一般の生産活動やマーケティング

活動にも起こりうる．それに対してスキル

伝達の大切さに関しての研究も行った

[2-4][2-5]． 

このほかに，前年度発刊した「プロジェ

クトマネジメント入門」を用いた授業評価

を行い，学会において成果を発表した[2-1]． 
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